
紹
介

笹
田
友
三
郎
(
経
難
部
教
授
)
著
「
地
域
の
科
学
」

東
京
・
紀
苗
屋
・
M
一
池
判
一
八
九
頁
、
定
仙

二
五
0
円
。

第
二
次
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
数
多
く
の
経
済

学
者
が
、
地
域
計
西
を
誘
る
っ
え
の
新
し
い
経

済
学
的
な
ア
フ
ロ
ー
チ
の
し
か
た
と
し
て
「
地
域

研
究
」
に
非
常
な
熱
意
を
示
す
よ
う
に
な
っ
九

本
轡
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
章
分
野
の
全
般

を
、
少
な
く
と
も
わ
奮
で
は
霧
の
形
で
紹
介

し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
手
引
酔
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
や
さ
し
い
入
円
譜
と
い
う
当
初
の

ね
ら
い
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
著
者
が
「
あ

と
が
き
で
」
穫
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容

は
単
な
る
道
案
内
的
な
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

か
な
り
高
以
な
N
論
が
骨
細
み
に
な
っ
て
お
り
、

怒
済
学
を
専
攻
す
る
学
徒
や
一
般
の
実
務
家
の
手

乱
'
と
し
て
も
、
歯
ど
た
え
の
あ
る
水
準
の
高
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
最
近
の
「
地
域

分
析
に
は
計
雌
経
済
学
的
な
方
法
が
と
り
入
れ

ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
本
書
で
も
数
学
的
な
モ

テ
ル
構
成
の
手
続
き
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
た
と
え
ぱ
産
業
連
関
分
析
に
お
け
る
マ
ト
リ

ツ
ク
ス
、
地
域
引
画
に
お
け
る
り
ニ
ア
ー
.
フ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
素

養
を
必
要
と
す
る
。

「
地
域
研
究
」
は
原
理
的
に
は
耗
溺
学
に
固
有
の

も
の
で
あ
り
、
ま
た
伺
然
環
境
な
ど
地
理
学
で

は
、
当
然
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
諸
種
の
デ
ィ
テ

ー
ル
が
拾
象
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の

こ
と
に
関
し
て
、
本
来
、
地
理
学
畑
出
身
尋
者

は
「
地
域
研
究
」
が
「
地
域
に
関
連
す
る
す
べ
て

の
研
究
に
共
通
の
も
の
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」

と
い
う
信
条
を
穩
し
て
い
る
。

な
お
、
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
文
献
一
覧
は
、

粂
に
関
す
る
鴛
文
畝
の
ほ
か
、
よ
り
進
ん
だ

研
究
の
た
め
の
文
献
や
入
門
N
な
ど
が
、
磁
時
、

手
短
か
な
解
説
を
ま
じ
え
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
点

は
親
切
で
、
し
か
も
著
者
の
地
道
な
研
究
の
曇

が
う
か
が
え
る
。
ま
た
本
書
の
中
に
は
数
多
く
の

英
魂
乢
み
の
ま
ま
の
用
語
が
出
て
き
て
、
多
少
の

殊
づ
ら
さ
も
管
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
は
ま
だ

数
多
く
の
幾
が
誤
名
と
し
て
署
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
の
学
問
分
野
の
若
さ
を
物
語
る
も
の

(
木
村
)

で
あ
る
。

安
中
市
誌
編
委
員
会
編
「
安
中
市
誌
」
群
馬
県

安
中
市
役
所
、
 
B
5
判
一
 
0
0
八
頁
、
頒
価
二
、

五
0
0
円
、
送
料
一
六
0
円
。

安
中
の
歴
史
篇
以
外
に
白
然
篇
、
文
化
補
に
も

わ
た
る
詳
細
な
洲
査
報
告
集
を
内
客
と
し
て
い

る

昭
和
三
十
二
年
、
市
教
育
委
員
会
凶
に
編
纂
委

員
念
嵐
来
八
力
圧
を
賀
し
て
成
り
、
昭
和
二

十
四
年
七
月
、
オ
ラ
ン
ダ
使
節
団
政
治
留
ヴ
ァ

ン
・
グ
リ
ツ
ク
氏
か
ら
藩
主
板
倉
勝
明
の
議
照

会
を
受
け
、
歴
史
編
纂
の
必
要
を
市
当
局
が
痛
感

し
て
か
ら
十
六
年
を
経
た
。

冬
篇
、
各
項
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
霍
専
門
家
に

委
堀
し
て
成
っ
罷
細
な
訊
査
報
告
で
、
編
纂
主

任
中
沢
多
計
治
、
副
主
任
木
葬
勝
弥
、
前
市
教
育

長
・
編
纂
委
員
会
嚇
務
長
春
原
孟
諸
氏
の
労

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
永
年
に
わ
九
り
こ
の
事

斤
Ⅱ
辛
干
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拳
支
持
し
た
市
<
轟
長
内
袈
朗
、
市
長
萩
原

弘
、
前
市
長
田
器
聶
氏
ほ
か
多
数
無
家
の

深
い
理
解
を
多
と
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ

歴
希
の
執
誓
遂
め
る
に
当
り
、
同
市
と
.
て

の
付
近
に
散
在
す
る
地
方
文
譜
を
多
ト
.
に
誓
し

こ
れ
を
収
録
し
、
史
計
用
の
部
分
が
凡
そ
念

の
三
分
の
一
衣
占
め
て
い
る
の
で
、
今
後
の
地
方

史
研
究
に
貢
臥
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ

る
。
新
島
先
生
の
伝
辧
究
に
当
っ
て
、
新
島
家

の
興
っ
て
き
た
安
中
訟
県
を
知
る
上
に
貴
妥

史
料
を
多
数
収
め
、
誓
先
生
の
禦
思
秘
影

郷
を
与
え
、
器
宗
型
L
詳
し
く
教
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
藩
俳
田
三
川
に
関
す
る
[
張

や
、
藩
に
お
け
る
治
家
の
地
位
を
知
り
得
る
藩

士
の
分
限
帖
も
収
め
ら
れ
、
念
を
通
じ
て
新
島

家
の
故
地
安
中
地
方
の
全
鬻
よ
く
添
上
ら
せ

(
T
)

て
い
る
。

山
室
武
甫
(
校
友
)
著
「
人
道
の
戦
士
1
山
室
軍
平
」

東
京
・
玉
川
大
学
綴
部
、
 
B
6
判
二
八
九
頁
、

定
価
四
五
0
円

著
者
の
山
室
武
甫
氏
は
山
室
箪
平
の
長
男
に
あ

た
る
方
で
あ
一
(
。
山
室
箪
平
に
つ
い
て
の
著
作
は
、

英
文
を
含
め
て
、
す
で
に
十
数
種
も
発
行
さ
れ
て

い
る
。
著
者
は
、
こ
の
山
室
伝
を
'
く
動
機
に
つ

い
て
、
「
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
の
壮
<
観
廻
凹

袈
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
キ
リ
ス
ト
伝
の
出
光
後
に

令
く
新
し
い
角
股
力
ら
劉
的
な
卸
四
福
音
習
と
し

て
の
『
ヨ
ハ
ネ
に
ょ
る
福
.
呈
』
が
著
わ
さ
れ
九

よ
う
に
、
私
も
微
力
な
か
ら
今
少
し
述
い
仰
月
と

広
い
世
諾
視
野
と
の
角
佼
か
ら
、
主
と
し
て
新

し
い
資
料
を
盛
っ
て
、
山
室
伝
を
ゞ
晃
く
念
願

し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
室
器
は
一
、
八
七

二
年
(
明
治
五
年
)
九
月
一
日
に
岡
山
県
に
生
れ
、

一
九
四
0
年
(
詔
和
十
五
年
)
三
月
、
六
十
余
で

、
氷
眠
し
て
い
る
。
 
0
救
世
単
の
山
室
ι
と
し
て
、

国
内
に
お
け
る
活
動
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
も

き
わ
め
て
集
中
的
な
活
動
を
し
九
。
木
書
で
は
、

そ
の
生
い
立
ち
、
反
数
鋭
の
少
年
期
、
一
ハ
ハ

九
年
(
明
治
二
十
二
年
)
裡
叩
襄
を
慕
っ
て
同
志
社

蓋
学
校
へ
入
学
し
九
頃
の
伯
仰
と
実
践
、
救
迅

軍
へ
の
入
軍
『
平
民
之
福
音
』
発
刊
に
は
じ
ま
る

幾
果
敢
な
山
,
釜
平
の
諸
砺
が
生
彩
の
あ
る

筆
致
需
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
金
蠢
倫
、

大
隈
丞
伝
、
島
田
三
郎
、
柚
村
正
久
、
内
村
讐
一
、

隣
米
一
、
幸
徳
秋
水
、
留
岡
幸
助
、
賀
仙
、
彦
、

と
い
う
九
日
木
の
近
代
史
上
に
電
要
な
位
鷲
も

つ
人
物
と
の
交
流
、
山
室
の
人
物
像
一
覇
語
る
事

実
は
き
わ
め
て
興
味
ぷ
か
い
。
卸
か
し
い
落
陽
と

い
う
項
で
は
、
語
の
人
、
製
者
と
し
て
、
文

笹
家
と
し
て
、
社
会
事
業
家
と
し
て
、
私
鴛
に

つ
い
て
と
い
う
類
別
需
述
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
多
方
而
に
わ
六
●
蹟
と
開
拓
的
な
仕

事
禰
潔
に
梨
れ
て
、
山
室
の
偉
大
さ
に
つ
よ

い
印
繋
」
う
け
る
。
私
は
山
室
箪
平
1
救
世
箪
の

廃
娼
研
に
関
心
が
あ
っ
て
、
資
料
を
あ
つ
め
て

い
る
が
、
と
く
に
社
会
事
券
展
開
に
と
っ
て
、

山
宗
平
の
果
し
九
役
割
は
領
域
の
器
と
主
体

性
の
誓
の
恕
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
木
譜
の
紹

介
と
は
関
係
な
い
が
、
民
問
社
会
璽
に
働
く
こ

と
を
志
す
嵳
の
た
め
に
山
室
器
発
念
す
る

基
金
を
製
し
て
、
山
室
の
志
し
た
も
の
翫
在

に
生
か
す
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
本
壱
も
一
貫
し
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

山
希
平
の
平
民
主
義
、
そ
れ
は
、
新
島
嬰
の
同

志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
粘
祁
の
基
底
で
あ
り
、
そ
の

徹
底
し
九
実
箏
が
救
世
器
山
室
で
あ
っ
六
。

系
是
よ
っ
て
同
士
讐
y
学
の
本
旨
と
し
て
の
平

民
生
義
と
は
な
に
力
と
い
う
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
 
0
父
を
語
る
0
 
と

い
っ
た
ユ
ニ
イ
ク
な
文
誘
ス
タ
イ
ル
も
,
あ
っ
て

す
ぐ
れ
九
興
味
ぷ
か
い
伝
記
と
な
っ
て
い
る
。

(
小
愈
襄
己
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